






 

研究目的 

 周産期母体死亡および周産期胎児死亡のいずれをとってみても,近年,我国に

おいては急速な減少をみているとはいえ,この問題は,母子衛生にとって大きな

問題であることには変りはない。特に,心身障害児発生予防の観点からみると,

死亡率の減少だけではなく,障害児の発生率や母体の出産後の罹病率などが今

後検討すべき重要な課題となってきており,行政面でもとりあげられなければ

ならない方向といえる。周産期をめぐる医学的な諸問題は,これらの発生原因の

最も直接的なモーメントであり,この方面の研究は極めて重要といえる。このよ

うな観点から,周産期をめぐる現状の問題点を以下の 4つにまとめ,それぞれの

課題について研究をすすめることにした。 


